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機械化林業 No.489 1994.8 

 

      タワーヤーダ，プロセッサの普及定着に向けて 

     －高性能機械モデル団地設定システム化調査事業－ 
 
                              徳島県林業総合技術センター 
                              主任専門技術員 松尾 宗雄 
 
 １ はじめに 

 本県では高性能林業機械（以下「高機」と言う）の一つタワーヤーダ（ＣＫＨクローバ）を平成 4年

度に県森連が初めて導入し，これに呼応して高機オペレ一夕養成研修にも借り上げて釆ましたが，この

度，国補の素材生産システム化事業を活用して上記タイトルの事業を実施したので，その概要について

述べてみたいと思います。 

 ２ 白川モデル団地の概要 

 面積 255ha，人工林率 85％，3～7 齢級が 93％でやはり例に漏れず急峻地帯である。この団地で高機の

功程調査を行うとともに路綱の開設計画を樹立しました。 

 ３ タワーヤーダ功程調査 

 ＣＫＨクローバとリョウシン号200Tとを同一林地で相互に18ｍ離れて平行に架設して実施しました。 

 （林地条件） 

 ①ヒノキ 40～50 年生間伐，②傾斜約 10 ，゚③スパン 150m 

（１）架設時間 

 クローバ 3 時間 20 分     リョウシン号 2 時間 15 分 

 架設に時間がかかり過ぎているのは弱湿地のためアウトリガの根元に根株の円板を埋め込む必要が生

じたためである。撤去は 30～50 分ぐらいでいずれもできた。とり分けリョウシン号は早くできた。 

（２）サイクル時間等 

 クローバの 1 回当たり材積は 0.51 ㎥でサイクル時間 8 分 39 秒であった。これに対しリョウシン号が

0.45 ㎥で 8 分 59 秒であった。このことは現状の地形と立木の条件下では殆んど能力差がないことが判

明した。また機種ごとにサイクル時間を棒グラフ図－1，2 に表している。中には突出して時間を要して

いるのがあるが考察で述べたい。 
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（３）考察 

 ア タワーヤーダは架設撤去が容易であるため路網密度が発達しておれば極めて労働が軽減される。 
 イ したがって小面積の皆伐，間伐に適している。 
 ウ 間伐の場合は点状に伐採すると横取りのとき，残存木に集材木のスリングがかかり首つり現象が

起き長時間を要するようになる。 
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 エ これを防ぐためには天地差を高く取れば良いのだがタワーの高さ（8～10m）に限界があるので，

間伐は葉脈状に帯状皆伐をする必要がある。 

 オ なお，下げ荷集材であっても葉脈伐採は上げ荷横取りなるように伐採する。 

 カ 棒グラフでも解るように，相関は空走行には当然あると思われるが他の作業種にはアクシデント

が多すぎて，さらに熟練作業員でデータを収集しなければ相関計算は実施できない。 

 キ クローバとリョウシン号では前者はパワーはあるが主索を必要とするので架設に少し時間がかか

る。後者はそれとは全く逆であった。 

 ４ プロセッサの功程調査 

 イワフジＧＰ－30 を使用して熟練者と初心者との比較もしてみた。 

（１）初心者と熟練者の定義 

 ア 初心者……高機オペレ一夕養成研修生の中から標準的な技能者 5 名を抽出して計測した。 

 イ 熟練者……プロセッサはもちろん初めてであるがバックホウの経験が長くプロセッサの操作がう

まかったので熟練者とみなした。 

（２）考察 

 熟練者の作業はバラツキが少ないので少し述べてみたい。 

 ア 作業方法は図－3のような方法で実施した。 

 

 

 
オペレ一夕：秋田 実宣（バックホウの熟練

者でプロセッサも非常にうまい） 

 場  所：山城町 

 作業方法：全木集材した材はその場でプロセ

ッサで処理され処理した材はグラップルにより

トラックに積み込まれる。プロセッサは旋回だ

けをし，移動はせず，はい積みもしない。つま

りバラバラに置かれた処理材はグラップルでト

ラックに積み込む方法である。 

 調 査 日：H5.11.25 
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イ 表－1 を参考にして貰いたいが 1 サイクル時間 69.36 秒で造材完了後の本数 142 本で，19.84 ㎥

に仕上げるのに 52 分かかった。 

  
ウ 上記は実稼働時間であるので，これに 30％程度のロスタイムを加えると 1日（6 時間）で 106 ㎥

生産することになる。 

 エ 図－4は 1 本の処理時間と材積との関係を表わしたもので相関が見られた。 
  Ｙ＝50,403Ⅹ＋46.8997 

  Ｙ：１本の処理時間（秒） 

  Ⅹ：１本の材積（㎥） 

 

 
 初心者の操作はバラツキが大きいため統計分析には意味がないので取り止め，初心者と熟練者の単純

比較をやってみた。 
 前者と後者の作業地も作業方法も異なるので両者に共通する「枝払い，玉切り」のみの時間を比較し

てみた。 
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ア 図－5 を見ると 1 本の木を処理するのに初心者が 2 分 51 秒要しているのに対し経験者は 28 秒で

処理している。 

 
イ 経験者は初心者の 1／6の時間である。 

ウ 熟練者と言ってもバックホウの経験者であるので，プロセッサの真の熟練者であればさらに短縮

可能である。 

エ 高機の働きは一にオペレータの技量の如何にかかっている。 

５ 高機と従来型の伐出費試算 

マクロ的な計算ではあるが，下記のようなシステム作業として計算した。 
（１）高機システム 

 伐倒（チェーンソー）→集材（タワーヤーダ）→造材（プ

ロセッサ） 
（２）従来型システム 

 伐倒造材（チェーンソー）→集材（エンドレスタイラー） 
 なお集材機の架設・張り替え・撤去等は 300 ㎥につき 28
人の固定費をみている。またタワーヤーダについては非常に

少ないので計上していない。減価償却については下記の購入

額で試算したがタワーヤーダについては補助事業で既に導入

しているので補助残のみを計上した。 
 
 機種別購入額 

 チェーンソー 150 千円   タワーヤーダ 15,400 千円（補助残） 

 プロセッサ 18,000 千円   集材機一式 3,000 千円 

（３）賃金 

 直接賃金 11,000 円とし，これに保険・福利厚生を加えると 45％アップの 16,000 円になるのでこれで

試算した。 

（４）試算結果 

 従来型は表－2，高機型は表－3 のようになる。これを折れ線グラフにして両者の交叉点を表したのが

図－6 である。この条件下によると 20 ㎥/日，120 日/年，2,400 ㎥/年，付近が交叉点である。 

 
右：タワーヤーダＣＫＨクローバ 

中：プロセッサＧＰ－30 

左空中：搬器ジャスト 1 
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 ６ 路網計画 

 この団地は現時点では総延長 8,300ｍ密度 32.54ｍ/ha である。これをスパン 250ｍ以内に全森林の

90％を集村可能地域にするのにあとどれだけの路網が必要であるかを森総研・大川畑氏の計算式（下記）

で計算した。これによるとあと 6,400ｍの開設が必要と判明した。250ｍは徒歩 6分であるので，この時

間で 90％の森林に行けることになる。路網はおよそ 5カ年で 1億 1 千万円を投入して開設する計画であ

る。 

 
大川畑氏の計算式 

 
d：路網密度ｍ/ha n：迂回率 0.5 f：路線配置計数 1.44（山岳林） 

P：基準距離内面積率 0.9 L：配置基準距離 250ｍ×0.8＝200ｍ 

 
 ７ おわりに 

 21 世紀の林業は高性能機械をより早く定着させた地域のみが「生き残る切符」を得ると言っても過言

でない。そのために愚見ではあるが提言してみたい。 

 
（１）路網 

 この整備こそ高機の導入，活用の成否の鐘であることは言うまでもない。 

そこで 

 ア 林道は縦断勾配に制限があるが山岳林では法切りが高くなり，タワーが法頭の上に十分突出し得

ない。 

 イ このためタワーヤーダが自走可能な範囲であれば縦断勾配には囚われない作業道を開設するべき

である。これは自然にも馴染む道であり，開設費も安く，維持管理費は差額金で十分である。 

 ウ 作業ポイントは横取幅が 25ｍぐらいであるので，理想的には 50ｍ間隔に必要であるが，一挙には

無理であるので伐期が到来した道路付近から順に開設を行う。 

 エ そもそも間・主伐の時期が到来している戦後の造林地は既設の林道付近に展開しているので新規

開設道は極力押さえて，作業ポイント造設に回すぐらいの覚悟が必要である。 

（２）高機導入への助成等 

 ア 購入助成は組合あるいは協業体にしているが「共有・協業はもめごとの母である」の格言がある

ように山村文化に馴染まない方式のため，効率や管理がきわめて悪くなる。 
 イ 林業従事者が激減している今日では個人補助も可能にすべきである。 
 ウ タワーヤーダはパワーが小さいため，葉枯し材で集材した方がよい。この場合プロセッサの枝払

いにもさほど影響はない。 
 エ 高機の開発に当たっては，多くの機能を持たせる必要はない。コストが高くなるだけで，「帯には

短したすきには長し」の高機になってしまう。タワーヤーダには特に言える。 
 以上であり，分りにくい点があったと思いますが今後とも情報交換等よろしく御指導願います。 
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